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Grid RPCによる最適化システムの構築
下坂久司

1 Grid RPC

現在，Gridのミドルウェアはさまざまなものが開発
されており，いくつかのアプリケーション・プログラミ

ングモデルを提供する．Grid RPCはその代表的なもの
の一つである．

RPC(RPC:Remote Procedure Call)とはリモートシ
ステム上に存在するサブルーチンをネットワーク経由

で呼び出す機能であり，Grid上で使える RPCは Grid
RPCと呼ばれている．RPCに基づく計算システムは
ユーザビリティに優れ，広域計算環境である Gird上の
ミドルウェアの一形態として有望である．Grid RPCは
すでに様々な分野で実用的に使用されつつあり，標準化

への取り組みも行われている．このため，Grid RPCは
今後ますます発展すると考えられる．

2 Grid RPC を用いた最適化システム

本研究では，Grid RPCを用いた最適化システムを提
案する．提案する Grid RPCを用いた最適化システム
を Fig. 1に示す．Fig. 1では，一例として，Optimizer
としてGradient Method，GA，SAの各 Serverがあり，
Analyzerとして FEM，CFD，MDAの各 Serverがある
ことを仮定している．
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Fig. 1 Optimization System using Grid RPC

最適化計算を行うOptimizerと解析を行う Analyzer
を分離して考え，Grid環境下でのシステムを構築する
ことで，次のような利点を持つ．

• エンドユーザは Agent for Optimizerが動作する
サーバのみを知っていればよく，どこに Optimizer
や Analyzer，Agent for Analyzerがどこにあるの
かを知る必要はない．

• ユーザは Optimizerと Analyzerの実行ファイルを
用意する必要がない．

• Optimizer，Analyzerは Gridとして提供される計
算資源で動作するため，ユーザは強力なマシンを用

意しなくても，高速に計算が可能である．

3 数値実験

Fig. 1で提案するシステムを Grid RPCの一つであ
る NetSolveを用いて実装する．また，このシステムの
性能を評価するために，Optimizerに遺伝的アルゴリズ
ム，Analyzerにトラス構造解析を用いて実装する．対
象問題はトラス構造物の最適設計問題である．

3.1 複数台の同一アナライザによる並列処理

Optimizerの GA Serverは複数の個体の解析を独立
に扱えるため，並列に処理することができる．トラス解

析を行う同じ種類の Analyzerが 2つある場合，2個体
のトラス解析を同時に処理できる．

NetSolveを用い 2つのトラス解析を並列に実行する
最適化システムと，NetSolveを用いず，GAによって逐
次にトラス解析を行いトラス構造物最適設計問題を解く

最適化システムの実行時間の計測を行い，比較を行う．

今回の対象問題は規模が小さいために，解析に必要な時

間は非常に小さい．そのため，解析時間によって，結果

がどのように変化するかを検討するため，一回のトラス

解析に 0ms，1500ms，3000msの時間をそれぞれ付加し
た．総 RPC数は 2023回である．トラス解析に各時間
を付加した実行時間の比較結果を Fig. 2に示す．
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Fig. 2 Comparison of Optimization System and Op-
timization System without NetSolve
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